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新島襄と共立普通学校

　　　創設者 ・ 井上浦造

大崎　厚志 （聖学院大学大学院　政治政策学研究科　修士課程）

　井上浦造 （1867 〜 1952）は 、 上野国勢多郡 （現

群 馬県前橋市〉に生 まれ た 。 出身は赤城山南麓の

農家 で あ るが、学問に興味 を もち 、 前橋 で 海老名

弾正 を知 り、の ちに前橋教 会 に て、「熊本バ ン ド」

出身の不破唯次郎よ り受洗 し、 キリ ス ト教 に入信

する
（1）

。 明治21 （1888）年に 、伊香保に静養に き

て い た新 島襄 と出会 い
、 そ の 人物を慕い

、 京都の

同志社 に学ぶ こ とに なる 。 卒業後は群馬県に もど

り、 主 に 沼田 ・前橋 ・館林などで伝道す るが 、 や

がて 「教育」 に関心 を持ち 、 伝道生 活をやめ東 京

へ 出 る 。 東京 で は教育界 に転 じるべ く独学 し、 群

馬県へ 帰郷 。 つ い に群馬県大間々 町 （現群 馬県み

ど り市）に念願 の 「共立普通学校」とい う （私立）

中等教育 機関 を設立す る 。 以後、井上浦造は、校

長 として 廃校 まで の 約四十年間、 地方教育に たず

さわる 。

　 「共立 普通学校」は 、 明 治33 （1900）年に井上

浦造 に よ っ て創設され た当時の 中等教育程度の 学

校で あ っ た 。 「共立普通」の 文字に は、井上浦造

が新島襄の 同志社に学び体得 した 「デ モ ク ラ シー」

の 理想 が込め られ て い た と い う
 

。 その 経営方式

は 、当時の 大問 々 地域の 町村長た ちに働 きか けて

資金 を 集め た 。 その 後 、 「共 立普通 学校」は 、 昭

和13 （1928）年に廃校 （町立 に移管）後 、 幾多の

変遷 を経 て 、現在で は、群 馬県立 大 間 々 高等学校

と し て 存続 して い る 。 ま た、「共立 普通 学校」 の

教育 の 特色 と して 、

一時期 で は あ っ た に せ よ 、 住

谷 天来
（3）

と い っ た個性豊か な人 物を招 き、 教 鞭 を

と っ て い た 点が ある 。

　 と こ ろ で 、 井上浦造 は 、 群馬県 に お い て も、 ま

だ 、 その 存在が あま り知 られ て い ない が 、 か れ は 、

同志社時代の 恩師新島襄をは じめ 、 柏木義円 、 住

谷 天来 、 松村介石 と い っ た近代 日本 の 代表 的宗教

家 たち と交流 があ っ た 。 浦 造は若 き日、 内村鑑 三

の 『後世へ の 最大遺物』の 講演 を聴 き感銘 を受け 、

「教育」の 道 に 己の 志 を定 め、その 生涯 を捧 げた 。

柏木義円
 
は 『上毛教界月報』紙上 で、教 育者 と

して の 井上浦造を高 く評価 して い る 。

　か れ につ い て の これ まで の 研 究は 、 簡単な経歴

の 紹介 として 、 『日本キ リ ス ト教歴 史大事典』 （教

文館）、 『群馬県教育史 ・別巻 ・人物編』 （群馬県

教育委員会）な どが ある 。 また 、 萩原俊彦著 『近

代 日本 の キリス ト者研 究』
（5）

に は 、 「大 間々 普通 学

校を創立 した井上浦造」 として ま とまっ た論稿が

所収 されて い る 。

　 井上浦造に は、『後凋先生 詩文 集』 と い う著書

があ り、こ の なか に 「自叙傳」
 
が所収さ れ て い る。

こ の 著書を読み 解明する こ とに よ っ て 、か れ の 生

涯、思想形成を知る こ とが で きる 。 「共立 普通学校」

に つ い ては 、 『大間 々 高校 百年史』（群 馬県立大 間 々

高等学校編） を資料 とし て 活用する 。 本稿で は 、

新島襄 との 関係 、 柏木義円 、 住谷天来 ら近代 日本

にお ける キ リス ト者 た ち と の 交 遊 関係 な ど を明 ら

か に して 、 井上浦造 の 人 とな りを考察す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 頃

　明治 時代 初期 の 群 馬 県 地 方 は 、 新 島襄 （1843

〜 1890＞の 出身地 で あ る 安 中 をは じめ 、全 国 の

なかで もキ リス ト教の 信徒数 の 多い 地域 で あ り、

同志社に学ん だ新島の 弟子 た ちの 布教 が活発 な地

域
 

で あ っ た 。 赤城山南麓地域 に もキ リ ス ト教が

浸透 しつ つ あ り、 浦造が 、 前橋 に 出た 明治 17（1884）

年頃、 当時の 前橋教会に お い て 海老名弾正 （8）を知
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っ た 。 浦造は 、 海老名 との 出会 い 後 、 後任 と して

前橋教会に 来た不破唯次郎牧師 よ り、 明治20（1887）

年 2月 6 日、洗 礼 を受 けた
（9＞

。 不破唯次郎は 、 「熊

本バ ン ド」の 一員で あ り、同志 社の 第 1 回卒業 生

で もあ っ た 。 浦造は 、 赤城 山南麓の 村か ら前橋 の

町に 出て、「幽谷義塾」 とい う私塾に入塾 する 。

明治20 （1887）年の こ とで あっ た 。 幽谷義塾は 、

漢学 ・英学 ・数学な どを教え る私塾
（le）

で あ っ た 。

こ の 幽谷義塾時代に 、 の ちに生涯交友を結ぶ 住谷

弥作 （天来 ）と出会う 。 住谷 も 、 農家 の 出身で あ

っ たが 、 学 問を好 み 幽谷 義塾 に 入塾 しだ
］V

。 住

谷は、『聖 化』 （第20号）
〈lz）

に お い て 、 「後凋先生

は本名を井上浦造君 と い い 、 予 の 青春時代の 友 な

り」 と記 して い る 。 住谷 も、明治21 （1888）年 3

月 4 日、 不破牧師か ら洗礼 を受けた
“3）

。

　 浦造は 、 前橋教会の 神学生の
一

人 と し て 同志社

行 きを決心 し、 遊学する こ と とな っ た 。 当時 、 同

教会か らは 、 佐竹篤 ・
井上 浦造 ら五 人が神学生 と

して 送 りだ され 、 佐竹 ・井上 ら 4 名が 同志社へ 。

1 名は 、 神戸 女子 伝 道学校 へ 入 学 した
 

。 佐 竹

篤 はか つ て勢多郡鼻毛石村 （現群 馬県前橋 市鼻毛

石町）の 小学校教員で 、 浦 造 とは旧知の 間柄で あ

り、浦造 よ り先 に同志社へ 進 学 して い た 。 明治 21

（1888）年 8 月、同志社 の 学生 佐竹が夏期伝 道師

として、大胡 ・大問々 地 方に 派遣 され て い た 。 そ

の 佐竹の 話に 、 新島襄先生が 、 伊香保に療養に き

て い る とい うの で 、

一
緒に見舞 い に行 くこ とに な

っ た 。 新島は、明治21年 7 月24日 、 前橋に 到着 し

て い る
（15）

。 7 月27日、前橋 を出発 し 、 静養の た

め伊香保の 木暮武太夫方に到着 して お り、 8 月 6

日には 、 千 明氏の 別荘に移 っ て い た 。 浦造 の 記憶

に よる と、

　 　 「八 月の 何 日で あつ たか記憶 は して居 らぬ が 、

　　 新島先生 が伊香保 に病 を養 はれて る と い ふ の

　　 で 、 佐竹 氏が見舞に行 くか ら 、 同道せ よと い

　　 ふ の で 、月田學校 の 高島房次郎君 と余 と三 人

　 　 で 馬車で 伊香保 に 行い て 、 先生 に面會 した 。

　　 伊香保 は千木 良氏 の 別邸 で先生 は鼠色 の フ ラ

　　 ネル の 和服 で居 られた」 （「自叙傳」34頁）

と述懐 して い る 。 高島房次郎 は、浦造 の 実 家に 近

い 小学校教員 で あ り、 すで に前橋教会 に おい て 洗

　　蠡

1 韈

礼 を受けて い た 。 浦造は新島の 姿 につ い て 、

　　「上 州の 地 図を開い て 佐竹氏 に 見せ て 此所 に

　　 も手 をつ けねば ならな い 、 と伝 道の 事を話 さ

　　 れ た の で あ っ たが 、 段 々 と熱 心 に なっ て来 る

　　 と 、 その 御令閨が 、 も しその お話はや め に し

　　 て い ただか ない か とおか らだ に障 りまし ょ う

　　 と仰せ られ る 、 先生 は笑 い なが らや め られ た」

　　 （「自叙傳」34頁）

と回 想 し て い る。 なお 、 新島の 当時の 記St〈16）が
残 され て お り、 明治21年 8 月16 日には 、 八重夫人

が 伊香保 に来て い た の で 、 浦造 ら三人 が新島 と面

会 した の は 、 八重夫入の 到着後か と推 定される 。

しか し 、 新 島の 日記には 、 浦造 ら三 人が来訪 した

とい う記述 は見 られない 。 こ の 時 が、浦造 と新島

襄の初 めて の 対面とな っ た 。 浦造 は薪島に つ い て

の 印象 を、

　　 「こ の 時余は新島先生 とい う人 は もっ と年を

　　 と っ た人で ある と想像 して い た 。 余 りにお 若

　　 く、 そ して お顔の色 もす ぐれず 、 さ りなが ら

　　 温乎たる風貌中、凛乎 として狃る べ か らざる

　　 威厳 が あ っ た 。 と い う様に 感ぜ られた」 （「自

　　 叙傳」34頁）

と新島の 当時の 姿につ い て記 して い る 。

　 だが 、 新 島の 記録 に よ ると、 明治21 （1888）年

9 月16日 、 前橋桑町住吉屋 に宿 泊 して お り、 その

宿舎を浦造 らが訪ねて い る記述 がある 。 この時は、

「井 上浦造 、 高津仲次郎、竹内鼎三 、 宮口 二 郎 、

中 島祐八 」 ら十名が訪れ て い た
 

。彼等の 多 く

はキ リス ト教信者で あ り、 こ の 時は主 に組合教会

と一
致教会の 合併の こ とに つ い て意見を交わ した

とい う。 なお 、
こ の 時の 出来事に つ い て は 、 浦造

の 自叙 伝 に は記載が な い 。 浦造 と一緒 に新 島を訪

問 した高津仲次郎は、早 くか ら自由民権思想 をも

ち 、 「上 毛青年会」の 創設に も関係 し、 県会議長

や 衆議院議員 とな っ た 。 同 じ く竹 内鼎三 、 宮 口二

郎 、中島祐八 らもの ちに 衆議院議員 とな り、群馬

県地方 の 政治家 と して活躍 した
Cls）

。

浦造 は 幽谷義塾 を退塾 して 、 明治 21 （1888）年
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9 月、 22歳の 時 、 夏期休業で 帰省 して い た同志社

の 学生佐竹篤と一緒に 同志社へ 向か っ た 。 こ うし

て 、同志社神学校 別課神学科の 一年生 とい うこ と

にな り、 こ こ に浦造 の 同志社神学校 時代 が始 ま っ

た 。 別課神学科 とは、「基 督教 ノ 教 師 ヲ養 成ス ル

為 メ邦語 ヲ以 テ 神学 ヲ授 ク 」 とい う学科
（19）

で あ

っ た 。 同志社側の 明治22 （1889）年 1 月の 資料に

よ る と、か れ の 名前が 「生徒族籍氏名
一

覧」の ［イ

之部］ に 「群馬県南勢多郡馬場村 平民 別科神学

一年生 井上浦 蔵 （造）」と して 掲載
 

されて い る 。

　また 、 浦造が入学 した頃の 同志社 （当時 ）に 学

ん で い た群 馬県閧係者の 先輩 と して は 、 「柏木義

円 （五 年生 ）、磯 貝 由太 郎 （雲峰 ）（五 年生）、佐

竹篤 （三年生）、深井英 五 （三年生）」 らが学ん で

い た
 

。 なお 、 柏木義円 とは 、 晩年 に 至 る ま で

交流 を もっ た 。 磯貝由太郎 （雲 峰）は 卒業後 、 同

志社女学校教員 と な り、 『同志社文学』 の 編集に

た ず さわ り文学者 と して 活躍
（ZZ｝

。深 井英五 は、

高崎出身。 西群馬教会の 星野光多を知 りキ リス ト

教 に入信 。 戦前の 第13代 日本銀 行総裁 に まで な っ

た人物 で ある
｛Z3）

。

　 浦造は 、同志社の 寮に入 っ て学生生 活を始め た 。

かれが当時習っ た科 目と教師 に つ い て で ある が、

聖 書の解説 と教会の 歴史は、ラ
ーネ ッ ト博士 。 組

織神学及旧約書は 、 デ ヴ ィ ス 博士 。 ゴ ル ドン 博士

よ り牧会学 、 森田久万 人 よ り心理学 と倫理学な ど

を学ぶ 。 英語は 、 中島末治 らに学び 、 課 外 と して

湯浅吉郎博士よ り、
ヘ ブ ライ語 を習 っ た 。

　新 島は同志社 を大学に昇格 させ る べ く、大学 設

立募金活動の ため 、 明治22 （1889）年11月下旬 よ

り前橋
（24）

を訪れ て い たが 、 体調 を崩 し、その 後 、

療養の た め大磯へ
。 しか し、 体調は 回復せず 、 明

治23 （1890）年 1月23日死去 。 浦造 に とっ て は 、

終生 、 尊敬する恩師で あっ た 。 薪島の 死 後、十数

年後 、 『山田 郡教 育 會雑誌』 （第 60号 ）［明治 36年

10月24日発行 ］
〈25）

で 、 新 島に つ い て 次の ように述

べ て い る 。

　　 「（前略）余輩先生在世の 日同志社 の 門に あ り

　　 時々 其演説 を聴 き且 つ 其 温容 に接 したれ ば其

　　 人格 に 就て 確認す る 所 な き に あ らず又其当時

　　 先輩 よ り伝聞せ る所の もの も少なか らず
…

」

新島轟 と共立 普遁 学授 鍛 審 ・託 黼

として 、恩師の 在 りし日 、 その 演説姿など を近 く

に仰 ぎ見て い た 。 また 、 浦造 はあ る夜 、 新島邸を

訪問 した様子 を次の よ うに述 懐 して い る 。

　　「余 は一
夜先生 を訪ひ将 に 辞せ ん とす先生 か

　　 ら燭 を採 りて 之を玄関迄送 り来 りた りと然 り

　　燭 を採 りて人を送 る寧ろ 平凡 なる行為 にあ ら

　　すや 而如此人 を感動せ しめ し所以の もの 侮そ

　　や 曰 く人 た る もの 故を以 て 真心よ り敬愛 した

　　 れ ば な り…何人も其徳に服せ さる もの なか り

　　 き」 （『山田郡教育會雑誌』第 60号）。

　 わ ざわ ざ新島が 、 浦造 を見送 る さい に 、 「燭 （ラ

ン プ）」を持 っ て 玄関まで 見送 っ て くれ た とい う

話 だが 、 同志社 の 創立十周年記念 式典 が、明治18

（1885）年に あ り、新島が そ の 演説の 中で 「諸君よ、

人ひ と りハ 大切な り。

一
人 は大切 な り」との 言葉

 

を語 っ て い る こ とか ら 、 まさに新島の 浦造 にた い

す る扱 い も、 そ の 言葉 を裏付 ける 。

　 こ うして 、 明治25 （1892）年 6 月24 日、 同志社

神 学校別 課神学 科 を卒業す る こ と とな っ た 。 『基

督教 新 聞』 （明治25年 7 月 1 日 、 第466号 ）
m

の 「教

報」、 「京都同志社卒業式の 詳報」に は 、

　　 「京都同志社各学校卒業式 （京都逓信）普通

　　 学校並に神学校第十七 回卒業式は六月二 十 四

　　 日午後二 時 よ り開会湯浅治 郎氏会 を司 り…高

　　 橋鷹蔵氏の 演説 …小崎 校長證書を授与 し式終

　　 り…」

と卒業式 当 日の 様子を伝 えて い る 。 なお 、 同新聞

の 「神学校別科卒業生」名簿に よ る と 、 「石原 甚

三 郎 （岡 山県）、井上浦造 （群馬県）、岡部太郎 （長

野県）、 高橋鷹蔵 （新潟県）、 武 田佐吉郎 （福 岡県）、

野日宋 彦 （熊本県）
…
」の 合計 17名 とともに、浦

造は 同志社神学校を卒業 した 。 また 、 同級生の う

ち、岡部太郎、石原甚三郎、武田佐吉郎、野口 末

彦 らは、卒業後 も浦造と交流が あ り、 の ちに上州

の 教会 とも関係 をもっ た 人 た ちで あ っ た 。 岡 部太

郎
 

は 、 群 馬 県内の 高崎 、 甘 楽教 会 牧師 と して

活躍 。 岡 部は
一

時期、柏木義円 の 下 で 、『上 毛教

界月報』の 発行 にたずさわ っ た 。 石原 甚三郎
（29）

は、

浦 造の 伝 道先近 くの 吾妻郡高 山村尻高 へ の 伝 道 に

従事 。 武 田佐吉 H9｛30｝
は、浦造 とほ ぼ 同時期 に 、

西群 馬 （高晴）教会伝道師 とな り行動をともに し

＿ ． ＿ 攤
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て い る 。 野口 末彦
（31｝

は、の ちに 前橋教会牧 師 と

して も活躍 。

　 さて 、 同志社卒業後 、 浦 造は 、 郷里 、 上州の 須

川 （現群 馬県利根郡み なかみ 町須川）へ 行 くこ と

に な っ た 。 群馬県の 北毛地域 は 、 山間部で 交通 の

不便な 地域 で あ り、こ の 地域 の 伝道 に賭ける浦造

の 意気込み に は 、 なみなみ な らぬ もの が あ っ た 。

当時 の こ と を振 り返 り、

　　 「…新 島先生の 素志 を継 ぐは それで あ る 。 彼

　　の 愛 国 的熱誠 、 彼の 純真 な 、 『ピ ュ リ タ ン 』

　　 的信仰 、 こ れ こ そ 日本を救 うべ き唯一の 途で

　　あ る と信 じたの で ある」 （「自叙傳」53頁）

と述べ て い る 。 新島襄直門下 と して 同志社 に学び 、

キ リ ス ト教伝道師 （組合教会） として任地 にお も

む く熱 き情熱が感 じられ る 。 なお 、 厂須川基督教

会年表」
（鋤

に よる と 、 明治25（1892）年の 記録に 「井

上 浦造一時 中止 シ ァ リシ須 川伝道ヲ 再開ス 」と の

記述が見 られ る 。 しか し、 実際 には伝道活動は思

わ し くな く、 当時の きびしい 伝道生活を回想 して

い る 。 結局、「須川 に 寓する事一年と二 ヶ 月何等

の 功績 もな く徒 に慷慨悲憤の み して 、沼 田に転 ず

る事 に な っ た 」（「自叙傳」55頁） とい う。

　 明治26 （1893）年、沼田町 （現 群 馬県沼田 市）

に到着 。 『沼田教会百年の 歩み』の 記録
（33）

に よ る と 、

　　 「明 治二 十五 年四月 よ り井上 浦造 氏伝 道師 と

　　 して 来任 。 始 め は須川に居を定め 、 当地へ 毎

　　 月二 回宛 出張せ られ しが二 十六年五 月よ り当

　　 地 に 転居 し、 専 ら当地 を伝道せ り。 此時 よ り

　　 沼 田小学校前 に 一家 を借 り受 け再 び 沼田基督

　　 教講義所 を開設す」

との 記述 が見 られる 。 沼 田へ 移転 した頃の 心境 に

つ い て 、 浦造 は 、

　　 「我 国 を救 うは 、 何 と し て も英国の 清 教徒 の

　　 よ うな、頑固 な、敬虔 な 団体を要す る、将来

　　 の 沼 田 に 、 社界 を動かす べ き一大勢力あ る教

　　 会を造 らなけれ ば な らな い
。

こ れ こ そ 、 余が

　　 使 命 で あ る」（「自叙傳」57頁）

と伝 道に 賭 け る思 い を述 懐 して い る 。 なお 、 厂組

ト
靉　　

諺

ヨ

，、 難

合教会二 十六年度
一

覧表」に よる と西群馬教会の

教勢 と して 、 講義所 「高崎町、 倉ケ野 、 沼田 、 須川 」

とさ れ、牧師及主任伝道師に 「武田佐吉郎」、 伝

道師に 「井上 浦造」と記SU（3t）され て い る 。 しか し 、

伝道師生活 に満足 して い なか っ た浦造 に 、

　 　「汝は かか る事 を して 居 っ て は何 時 に な っ て

　　 も、 神の 為 に も、有益 な 、 働 きは 出来な い 。

　　何ぞ教育界に立 ちて 、そ の 間に伝道 して は ど

　　 うか 。

…
教育 とい う時間的の 仕事に 衣食 し て 、

　　その 間に伝道は 出来る で は な い か 。 直接に道

　　を説 くの み が神へ の 奉仕で はない 」（「自叙傳 」

　　59頁）

と 、 「神の 声」が あ っ た と い う。 須川 ・
沼田 と伝

道生活 を続けて い たが 、 しだ い に 「教育 」 に関心

を向けた 。 こ の 沼田で 、松村介石に出会 う。 そ の

後 、 浦造は 、松村 と長 らく交友があ っ た らし く、 「華

甲記念 後 凋先生詩文集』 に は 、松村が 序文を寄

せ て い る ほ どで ある 。 後年 、 浦造 は基 督教 伝道師

を辞め 、 教育界 に転 じるが 、 思想的に も松村の 独

特な宗教観
 

へ と惹 かれ 、 接近 して い くの で あ る 。

　 明治27 （1894）年 7 月 、 箱根におい て第 6 回基

督教青年会夏期学校が 開催 され た 。 浦造 は こ れ に

参加 し、内村鑑 三 ら の 講演
 

を聞 い て い る 。 浦

造はその 時の 講演 につ い て 、

　　 「
… もう

一
は 内村鑑 三 先生 の 後世の 最大遺物

　　 とい う講演であ っ た 。
…そ の 時に深 く深 く余

　　 に感動を与 へ た 。 余 も何か 、 後世 の 為 に遺 し

　　 た い 。 最大遺 物 自分 の 力相 応の 遣物 、 こ れ

　　 を残 した い 。

…」（「自叙傳」61頁）

と記 して い る 。 と くに 「深 く深 く余に感動を与へ

た」 と の 言葉 は 、 当時 、 伝 道生活 に苦 しん で い た

浦造 に と っ て 、 内村 の 講演が よほ ど心 に響 い た と

思 われる 。

　 浦造 は、明治 27 （1894）年12月、沼田を去 る こ

とに な り、 前橋 教会 ・杉 田潮牧 師を助 ける こ と と

な っ た 。 「須 川基 督教 会 年表 」 の 明 治28 （1895）

年 1 月 の 記録 に も、「井 上 浦造前橋教 会へ 転 任」

と記載 され て い る 。 杉 田 潮
（37）

は、や は り同 志 社

で 新島襄 に学 んだ浦造の 先輩 で あ っ た 。 ただ 、 前

橋教会側 の 記録
 

と し て は 、 杉田 の 記 録 の み し

か な く、浦造の 記録は不明で ある 。

N 工工
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　 とこ ろ で 、浦造 は 、 前橋 で 結婚 して 新た な生活

を始め る こ と にな っ た 。 妻の 藤子 は 、 熊本県士族

の 娘で 、 辻密 太郎 よ り洗礼 を受け 、神戸女子神学

校に学 び 、 同校 の 第 1回 卒業生
｛3D）

とな っ た才女で

あ っ た 。 しか し、ほ どな く浦造は 、こ れ まで の 自

己の 伝道生活 を心機一転 させ る べ く、組合教会 と

して は伝道 した事の ない 館林 を希望 した 。 こ うし

て 、 館林 で の 伝 道に 従事。 「須川 基督教 会年 表」

に よ る と 、 明 治 28 （1895）年 8 月に 、 「前橋教会

伝道師井上浦造館林講義所伝道師 二 着任」との 記

録が ある 。 た だ、館 林 にお い て は、とくに「新神学」

の 信仰上 の 問題 に つ い て苦悩 して い た 。 「新神学」

は 、 海老 名弾正 ・小崎 弘道 ・金森通倫な ど組合教

会系の 人 々 に影響 を与えた とい わ れ て い るが
c4e）

、

浦造 は、諸先 輩 や 友人 に も相談 した ら し く、 「…

是は 自分 と神 との 問題で ある 。 遂に伝道に衣食す

る事は 断然 と して や め る と決心 した 。 それぞれ こ

の 事を部会に 届 け出て 、 その 諒解 を得 た」 （「自叙

傳」70頁） と の 結 論 をだ し、 伝道生活 に別れ を告

げた 。そ の 後 、 浦 造は 教育界に転 じる べ く、 明治

30 （1897）年 に東京へ 出た 。 約 2年 間、下宿屋 を

開業 しなが ら独学 し、 学校 を設立すべ く準備 を進

めた 。 そ して 、 明治32 （1899）年に故郷 ・上州へ

も どっ た 。

　明治32 （1899）年 8 月17日 、 井上浦造 は 、 群馬

県山田郡大間 々 町桐原 （現 み ど り市大 間々 町桐原）

に ある本 要寺の 境 内 に、一軒 の 空 き家 を借 りて、

数名の 青 年に 「英 語」 を教 えなが ら学校を設立 さ

せ る べ く、 心 当た りの ある人物 を訪ね 、 自己の 教

育観 を語 り、共鳴者を求め た
e41）

。

　浦造 は、た ん なる個人の 私塾 的性格の 教育機 関

で な く、 公教育 （当時の 中学校 など の 機 関） にた

い して 、自己 の 理 想 （教育機関の ない 農村 部の 子

弟が通 える中等教 育機 関の 設立） を実現 させ る た

め の 学校 設立 を考えて い た 。 しか し、設立 の 費用

の 問題 もあ る の で 、地域の 有力者で あ る地方政 治

家な ど に協 力 を求 めた 。 よ うや く大 間々 地域 で 、

新蕩饗と≠ξ立 普遍学 狡 鰕 者 ・井二左瀦

浦造の 考え方に 共鳴す る 人び とが現 れ て 、明治33

（1900）年に 「山田郡 （大 間 々 町 ・川 内村 ・相生村）

勢 多郡 （新里 村 ・粕川 村 ・黒保 根村
・
東村）、 新

田郡 （笠懸村）」の 一町八 ケ村 の 有 志 に組織 と学

則な どを載せ た 「共立普通 中学校設立趣意書」と

い う印刷物 を配布 。 こ こ で は、「共立 普通 中学校

設立趣意書」
 

の 一
部 を抜粋 する 。

　　「世界文化の 潮流 一
度我邦に 注 ぐや 、 宛然大

　　江の 決するが如 く滔 々 洋 々 茲 に三十余 年駸 々

　　た る 国運 、 将 に欧 米 を凌 が ん とする の 概あ

　　 り、 又偉ならずや 、

…堂 々 たる 艦隊、蜿 々 た

　　る鐵路曰く政治 曰 く殖産是皆 文明 の 外 形に し

　　て 其実質にあ らず 。 其実質 た るや 実 に 国民夫

　　れ 自身にあ りて存す…」（『大間 々 高校百年史」

　　563頁）。

　すなわち、こ こ に浦造の 歴 史観や 教育観が 見 ら

れ る 。 明治維新か らすで に 約三 十年が た ち 、 「文

明開化」の 方針も西洋文 明の 導入 に と もな い 進展

して きた 。 また 、 対外的に も日清 戦争 に勝 利 し 、

近代 日本が 欧米列強 と並 び帝 国主 義国家 の 仲間入

りをする突破口 を見い だ した 時代で あ っ た 。 そ こ

で 、 浦造 は い か に軍備 を整 え、「富 国強 兵」の 成

果 をあげて も、 そ れは 「文明の 外形」に しか 過 ぎ

な い ととらえ、次の よ うに述べ て い る 。

　　「苟も其の 国民 に し て 雄大高潔健全 た らん か 。

　　毅然 として列強の 問 に闊歩する事 を得 べ きの

　　み。夫れ何を以 て 国民夫れ 自身の 実力 を養 は

　　ん か 。 今や十九世紀最後の 年 を迎 へ た り。 夫

　　れ何を以 て か二十 世紀の 活劇場裏 に馳 聘す る

　　の 人材を養成せ ん か 。 教育の 根本的事業 た る、

　　識者 を俟 つ て 後知 らざる な り
…
」 （「自叙傳」

　　 94頁）。

　 したが っ て 、 真に 日本国家に必要な こ とは 、 未

来 に活躍で きる人材の 育成で あり、 「文明の 本質」

に関わる 「雄大高潔健全 な国民」を育 成す る ため

に、「教育」こ そが必要で ある と訴えて い る 。

　 しか しなが ら、 郷土 の 教育環境に つ い て の 現状

を分析す ると 、 群馬県 内の 前橋 ・高va　・太 田な ど

の い くつ か の 都市部 に は 、 中等 教育 機 関
｛’t3｝

が存

在す るが 、 勢多郡東部 、 山田郡西部な ど、未だ空

白地域がある 。 その ため 、教育の 機会に恵 まれな い

＿ ． ＿ 飜



JapaneseAssociation for the Study of Puritanism

NII-Electronic Library Service

JapaneseAssoolatlon 　for 　the 　Study 　of 　Purltanlsm

諭 文

地域の 青少年の ため に 、 教育の 場を提供す る こ とを

目的と し、 学校を設立する こ とで、「教育の 機会均

等」を保障 しようと考えて い た 。 こ うして 、 浦造の

教育 にかける熱情 に共 鳴す る 「主唱者36名」
 

が 集

まっ た 。 かれ らの 多 くは 、 県会議員 ・郡会議員 ・

町村長な どの 地方政治家や 浦造の 知人で あ る小学

校長など、 地域の 有力者で あっ た 。 創立発起人の

代表 として 、当時の 勢多郡新 里村 長 （現桐生市）

の 竹内忠蔵が代表設立者 とな っ た
｛451）

。 こ うして 、

明治33 （1900）年 4 月 10日、 前年の 「私立 学校令」

に もとづ き、 「共立普通学校 （3年制）」とい う名称で 、

当時の 古荘嘉門 ・群馬県知事よ り設立 認可
 

を得

た 。

　 とこ ろ で、「共立 普通 学校 」の 名称 で あ るが 、

そ こ に井上 浦造の教育の理想 （デ モ ク ラ シ ー
）が

込め られ て い る 。 「共立 普通学校総則」第 1 章 「本

校の 組織」第 1 条に よ る と、「本校ノ組織 ハ 本校

ノ 目的ヲ 賛ス ル 有志 ノ協同 ニ ヨ リ テ 成立ス 」 とい

う条文
（47）

に な っ て い る が 、 こ の 「共立 」の 文字

に は 、 教育に熱意の ある 「有志の 協 同」 によ り設

立 された学校 を、
コ ミ ュ ニ テ ィ （地域）で 支 える

とい う意味が あ っ た と思 われ るか らであ る 。 その

た め、「共立普通中学校設立趣意書」を作 成 し、

その 趣意に賛同した 主唱者を中心 として 学校経営

を行うとい う形式に した もの で あろ う。 そ こに 地

方政治家な どの 地域の 有力者を主唱者に取 り込む

必要があ っ た 。 「普通」 の 文字に は 、 「デ モ ク ラ シ

ー
」の 精神 、 すなわ ち、 「（県立）中学校」に進学

で きる都市部の 経済的に豊か な家庭の 子弟が学ぶ

学校 で は な く、 農山村部の 住民の よ うな 、 教 育の

機 会に恵 まれない 多 くの 人 々 が学ぶ 学校 （教 育の

機 会均等の 保 障）に した い と の 意眛合 い が 込 め ら

れ て い た ので あろ う。

　浦造 に とっ て 思想 的 に大 きな転換 を もた らした

の が 、 キリ ス ト教 で あ っ た 。 前橋教会 の神学 生 と

して 同志社に学ぶ が 、 キ リ ス ト教の 伝道師よ りも、

の ちに 「教育」に そ の 生涯 を賭けた こ とは 、や は

り、 同志社 とい う学校 を創立 した教育者 ・新 島襄

戀

と の 出会 い が 、 大 きな影響を与えた もの と思わ れ

る 。浦造の 師で もある新島襄は 、 「地方教育論 」
 

の なかで 、

　　「我 国 ノ教 育ノ 如 キハ 中央 二 集 リ 、 何学 モ 中

　　央 二 行カ ネハ 学 問ノ ナキ事 二 成行 キ、又中央

　　 ノ 地 二 於テ受 ル 所ノ悪風ハ 生徒 ヲ腐敗セ シ ム

　　 ル ニ ロシ 、之 ヲ薫陶シ 之 ヲ養生 ス ル ニ 勢力 ノ

　　乏 シ キ事ア レ ハ
…

」（『新島襄全集 1』408頁）

と述べ てお り、 当時の 教育がすで に東京に一極集

中 し て お り、 その 弊害が顕 著に見 られ るこ とを指

摘 して い る 。 そ こで 、 新島は 、 厂真 正 ノ 教 育 ヲ 地

方 二 布ク ニ 如 カ ス 」 と述べ
、 その 具体策 と して 、

　　 「地方 二 布 ン トス レ ハ
、 先 ツ 地方 ノ 有志輩協

　　 同
一

致 シ テ 醵金 ヲナ シ、其任 二 当 ル ノ人 ヲ撰

　　 ミ 、 上等小 学卒業生 ノ 其 ノ校 二 進 ミ 、 高等ナ

　　 ル 学科 ヲ 学ヒ 、…」 （噺 島襄全集1』408頁）

との 意見 を もち、「地方」 に学校教育を広め る こ

とを説 い て い る。 さ らに 、

　　 「…卒業 ノ上 ハ
ー

ト通 リノ教育ヲ 受 タ ル 人 ト

　　 ナ リ、 地方 ニ マ イ リ如何 ナル 役モ 勤 マ リ、 県

　　 会議員 ナ リー会社 ノ長 ナ リ 、

一 ノ 農家 ノ 戸主

　　 ナ リ 、

一 ト通 ノ 学問ア ル 上 ハ 縦令無事ノ 日 ニ

　　 ハ 日向ニ ア リ各ノ家業事 ヲ預ル モ 、一旦事 ア

　　 ル トキ ハ 地 方 ノ率先者 トナ リ、村落ノ骨 トナ

　　 リ、…
」（『新島嚢全 集1』408頁）

と述べ 、地 方教育の 果たす役割を論 じて い る。 す

なわ ち 、 新島は 、 「地方 」 に学校 を設立 し普 及させ 、

デ モ ク ラ シ
ー

精神に立脚 した教育に よ り、 多くの

人材を育成する こ とに力 を尽 くす べ きだ と主張 し

て い る Q

　 まさに 、 井上浦造 は 、 新 島の 「地方教育論」に

見 られ る教 育思 想 を生 か し、「共 立 普通学校 」を

設立 して、群馬県地 方の 「中等教育」の 普及 ・発

展 に努 め 、 実践 した もの と思われ る 。 そ こ で 、『後

凋先 生詩文集』 に所収 されて い る 「管窺録」
（49）

の

「制度に あ らず し て 人 な り」を読む と 、 浦造 の 教

育観 を知 る こ とが で きる 。

　　 「教育 は人 を造 る に あ り、 宗教 も人 を造る に

　　 あ り、 道徳 も政治 も皆然 りと い はね ばな る ま

　　 い 。今 日政 治を改造 し経済組織を変更 し社会

　　 の 立 直しを主張す る 。 実に結構の 事で あ る 。
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　　され ど如何に 法律 制度を改造した所で之 を運

　　用 する もの は 人で ある 。 人があ っ て 始めて其

　　効果が あるの で あ る 。 如 何 に良制度があつ て

　 　 も、 人がなか つ た らどうす る こ とも出来ない

　　 ・」 （「管窺録」1928年 、 137頁）

と述 べ
、 い か に 制度改革 を して も、 「教育」に よ

る人づ くりをしっ か りしな けれ ば、社会は 成 り立

た な い と主張 して い る 。 そ して 、浦造 は 、 自身の

教育観 に つ い て 、 次の よ うに も主張 して い る。

　　「…報酬 を眼中に措 か な い 他 人の 為め に 、 同

　　胞の 為めに奉仕の 生活を送 り犠牲の 精神を以

　　て そ れ を樂み として居 り、 人知 らず しか も意

　　 とな さず 、 喜んで 働い て 行 くや うな君子人が

　　あつ た ら、

…此社会は もつ と住み心地能くな

　　るで あろ う、 で あ るか ら制度の 改廃 も大切に

　　相違 ない が 、 よ り以上 に 人 を教育する事が大

　　 切で ある と考 へ られる…」（「管窺録 」1928年、

　　 138頁）

　 す なわ ち 、 どんなに制度上 の 改革をして も、肝

心 な人間をい かに教育するか が大切 であ ると説い

て い る 。 つ ま り、浦造 の 教育思 想の 根底 に は 、 社

会 に奉仕で きる よ うな人間 を育て る 「人格教育」

を尊重す る こ とが あ っ た と思われ る 。 浦造 が自ら

作詞 した 校歌
（50）

の 一節 に 「社 会奉仕 の 人格 を研

く我 等の 普通校」 とい う言 葉が ある 。 「社 会奉仕

の 人格を研 く教育」こそ 、 普遍 的な教育の 理想で

あ り、その 理想 を実現すべ く創設 した教育機関が、

「共立普通学校」で あ っ た 。 したが っ て、井上浦

造の教育思想は 、 た ん な る 厂知育」を主 とする教

育で は な く、「徳育」を重視す る教育で あ っ た 。

まさ に、「共立普通学校」の 教育の 特色 は 、 「人 間

教育」
・
「人格を磨 く教育」 を実践する学校で あ っ

た 。 こ うした 「共立普通学校」で の 教育に たい し

て 、 同志社で の 先輩で もあ る柏木義円は 、 『上 毛

教界 月報』（第340号）
（51）

の なか で も、

　　 「松 下村塾 に於 ける吉 田松 陰、慶 應義塾 に 於

　　 け る福澤先生 、 同志社 に於 ける新島先生 、 女

　　 子大学に於ける成瀬仁蔵氏 、 大問 々 普通学校

　 　 に於 ける井上浦三 ［造］氏 の 如 き中心人物た

　　 る教育家あ らば…」

と述べ
、 日本の す ぐれ た教育 者 と並び称 して 、 「共

新濤 襄と共立 普遡学狡 瀏設者
： ・井上 游造

立普通学校創立者 ・井上 浦造」 を高 く評価 して い

た。 また、柏木は、『柏木義円 日記』［大正 15 （1926）

年10月16日］
（52）

の なか で も、

　　「井 上氏ノ事業ノ 実 二 地方ノ 事業 トシ テ 稀 二

　　見 ル 有益 ノ事業ナ リ ト思 フ テ嬉 シ ク 、 且 ツ 崇

　　敬 ノ心 ヲ深 クシ タ リ。
…隠 レ タ ル 本当 ノ事業

　　 ナル ヲ 喜ブ」

と記 し、 井上 浦造の 共立普通 学校 で の 教育 に つ い

て 賛辞 して い た 。

　 い ずれ に して も、井上 浦造は 、 明治時代早期に

群馬県地方に広まっ た 「キ リス ト教 思想」を受容

した 。 そ して 、 新島襄 と の 出会 い が 、 キ リス ト教

主 義の 学校 「同志社」 に学 ぶ きっ か けとな り、 そ

こ で ピ ュ
ー

リ タ ニ ズム や近代デ モ ク ラ シ ーの 精神

を 体得 した 。 そ の 結 果 、 浦造 は、「教 育者」 とし

て の 新 島襄の 志 を継 承 す べ く 、 「共立 普通 学校 」

を創設 した 。

　新島襄は 、 明治時代の 半ばに 病没す るが 、 柏木

義円や 住谷天 来は 「非戦平和の 思想家」とし て 長

ら く活躍した 。 と くに浦造は 、 柏木義円の 『上毛

教界月報』、住谷天 来の 『聖化』 と い っ た雑誌 に

小論や紀行文 、 時に は 自己 の 信 条や 時勢 をうれ い

た 漢詩 な どを載せ た 。

　柏木義円も、 昭和 3 （1928）年 8 月20日発行 、

『上 毛教界 月報』 （第357号）紙上
｛53｝

で 、浦造の こ

と を次 の よ うに取 り上 げて い る 。

　　「…私 は由 来我 上毛地 方 に 於け る事業 に して

　　先生 の 該事業 に勝 さ る もの は之有間敷 と相考

　　 へ 居候 …我井 上先生 に至 つ て は更 に聞達 を世

　　 に求めず 隠れた る教育 家 として 終始し居 らる

　　 る は…」

と述べ
、 義円は 、 浦造の 教 育者 と して の 姿勢 を高

く評価 して い る 。 そ して 、義円は 、 「共立 普通学校」

に つ い て、

　　 「今 や 五百 の 交友大 間 々 町 を中心 として 附近

　　村落に散在 し或は村長 と な り或は議員とな り

　　 郷 党の 有志者 とな りて
…百年の 計は人 を植ゆ

　　 る に在 り先 生の 樂地 羨 ま し く存候 …」 （『上毛
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論 文

　　教 界月報』第357号）

と述べ 、浦造の創設 した 「共立普通学校」の 果た

して きた役割を強調 して い る 。

　教育者 とし て の 浦造は 、 と くに 「地方教育」 を

重視 した 。 真 に 国民 に とっ て 必 要な の は 、 「文 明

の 本質」に か か わ る 「雄大高潔健全な国民」を育

成す る 「教 育」 こ そが必要 で ある と して 、 「共立

普通学校 」を設立 した 。 同校 の 教 師 に は一
時、盟

友の住谷天 来を教 師として迎 えた
啣

。 そ して 、 「大

正 ・昭和 」 と長 きに わ た り、 教 頭格 と し て 浦造 の

教育を助 けた 博物学者 ・岩澤正作
i／55）

とい う個性

豊かな教師 と と もに 、 約40年間の 学校教膏 を成 し

とげた 。 た だ 、 当然 その 間 、 多 くの 困難 もあ っ た 。

「共立普 通学校 」の 創 立時の 生徒 は 、 わずか 十数

名で ス タ ー
トし 、 日露戦争の 頃に は 新 入生が 8 名

の 時もあ っ た とい う。

　 い ずれ に して も、「共立普通 学校」は 、群 馬県

地 方で もい わ ゆ る 「農村地 域 の 子弟た ち」 を育て

る べ くし て 設立 され た学校で あ っ た 。 同校で 学ん

だ生徒の 多 くは 、 無名で は ある が 、 地域で 生活す

る良識あ る 住民 とな っ た。明治時代の 中期か ら 、

真の 国民教 育 を普及 させ る べ く孤 軍奮 闘 した井上

浦造 は 、 まさに 新島襄 の 教 育 の 志 を継 承 し 、 「地

方教育」を推進 ・
確立 させ た とい う点で、そ の 功

績に は大なる もの が あっ た 。

　最後に井上浦造 の 政 治的関心 （非戦論な どに つ

い て）や 昭和初期、戦時下の プ ロ テ ス タ ン ト系諸

教派の 動向に 関す る見解 を述べ て い る よ うな資料

には 乏 し く、 それ らに つ い て の 調査 ・研究 は今 後

の 課題 と した い
。
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博物学教師 と して、前橋 ・高崎中学校教師
．
を経

て、「共立普通学校」へ 着任 。 大正 2 年 〜 昭和

胴 年 3 月ま で 22 年間勤務。

［付記］本稿 は日本 ピ ュ
ー

リタ ニ ズ ム学会第 5 回研究

　　 大会 （2010 ，6．19 聖学院大学）の 「自由論題A」

　　 と して報告 した内容に 、加筆 ・修正 を加 え た も

　　 の です。 報告に た い して有意義なご教示をい た

　　 だ き御礼申 し上 げます 。

JQSeph 　H ．Neesima 　and 　Urazou　lnoue，　Fourrcter　of 　KyOritSu　FUtsuu　SchOol

Atushi　Osaki

　Urazou 　tn◎ue （1867 −1952 ）was 　born　in　Maebash トshi，Gunma −prefectur｛｝− He　met 　Neesima 　when 　he　was

young 　and 　lear耐 ｝n　Doshisha　seminary ．

　 After　graduating，　he　became 　a　Christian　missjonary 　in　rmy 　places 　in　Gunma ・pref  ture．

　But　he　to◎k　ir寵erest　in　education 　and 　founded 　Kyoritu　Futuu　schQol （the　present　high　school ）Omama −machi

in　Gunma −prefecttrre　in　1900 ．　He　succeedb ゴ to　Neesima ’
s　educational 　thought ，　arK オhis　endeavour 　to　develop

loca
’
l　education 　and 　devoted　himself　to　itわ r　about 　40　years．

韈 糶
・　 鯲 　 鬟
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